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コンパクトディスクプレーヤー 

C-705FX2 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありがとうござ 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口 
のご案内とともに大切に保管してください。 
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主な特長 


■デジタル機器固有のノイズを大幅に抑制する 「 VLSC *( Vecto「Linear Shaping Circuitry )」 
■微細なニュアンスまで豊かに再現するシーラス-ロジック社製高分解能 24 bit /192 kHz DAC 
■信号伝送時のノイズ混入や不要な輻射を防ぐため、高純度ケーブルで回路基板から背面デジタ 
ル端子へ配線する「ダイレクト • デジタル • パス」 

■ CD-R ( CDDA 形式）の再生にも対応 

■質感だけでなく制振性に優れたアルミフロントパネル 
■ 多彩な拡張性を実現する2系統光デジタル出力端子 
■金メッキ RCA ピン端子 
■底足をグレードアップ（前モデル比較） 

■ INTEC シリーズアンプ付属のリモコンでコント□ール可能 

* VLSC は、オンキヨー株式会社の登録商標です。 


付属品 

ご使用の前に次の付属品がそろつていることをお確かめください。 

() 内の数字は数量を表しています。 

•オーディオ用ピンコード (60 cm ) ..(1) # R | ケーブル (60 cm )(1) 



•取扱説明書（本書) .(1) 

•保証書 .(1) 

•オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご案内 .(1) 

•ユーザー登録カード .(1) 


端子付きオンキヨー製 
品とのシステム接続をする 
ケーブルです。 （ RI ケー 
ブルの接続だけではシステ 
ムとして働きません。オー 
デイオ用ピンコードも正し 
く接続してください。） 


カタログおよび包装箱などに表示されている型名の最後にあるアルフアベットは、製品の色を表す記号です。 
色は異なっても操作方法は同じです。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になるのもひとつの方法です。 

お互いに心を配り、快い生活環境を守りましょう。 
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安全上のご注意 

安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをすると大変危険です。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のご注意」を必ずお守りください。 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じることが想定さ 
れる危険度や損害の程度によって、「警告」と「注意」 
に区分して説明しています。 


誤った使いかたをすると、 
火災 • 感電などにより死亡、 
または重傷を負う可能性が 
想定される内容です。 


誤った使いかたをすると、 
けがをしたり周辺の家財に 
損害を与える可能性が想定 
される内容です。 


絵表示の見かた 

△記号は「ご注意ください」 
という内容を表しています。 

A A 

高温注意感電注意 

G ) 記号は「〜してはいけなし、」 
という禁止の内容を表してい 
ます。 

分解禁止ぬれ手禁止 

•記号は「必ずしてください」 
という強制内容を表していま 
す。 

電源プラグをコン必ずする 
セントから抜く 





▲警告 


fl 躍觀溫' 


• 煙が出ている、変なにおいや音がする 
•本機を落としてしまった 
•本機内部に水や金属が入ってしまった 
このような異常状態のまま使用すると、火 
災•感電の原因となります。すぐに電源ブラ 
卜から抜くグをコンセントから抜いて販売店に修理•点 
検を依頼してください。 


カパーははずさない、分解、改造しない 


分解禁止 


火災•感電の原因となります。 

内部の点検 • 整備 • 修理は販売店に依頼して 
ください。 


接続、設置に関するご注意 


■放熱を妨げない 


0 •押し入れや本箱など通気性の悪い狭い所 
に設置して使用しない 
(本機の天面から 2 cm 以上、背面から 
5 cm 以上のスペースをあける） 
m± • 逆さまや横倒しにして使用しない 

• 布やテーブルクロスをかけない 
• じゆうたんやふとんの上に置いて使用し 
ない 


■本機後面の電源コンセントには表示された供給電 
力を超える機器を接続しない 

Q 表示された供給電力以内でも、へヤードライ 
ヤー • 電気こたつなどの電熱器具、オーブン 
レンジなどの調理器具などは接続しないで 
^ lU ください。火災 • 感電の原因となります。 


■水蒸気や水のかかる所に置かない、本機の上に液 
体の入った容器を置かない 



本機に水滴や液体が入った場合、火災 • 感電 
の原因となります。 

• 風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
• 調理台や加湿器のそばには置かない 
• 雨や雪などがかかるところで使用しない 
•本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろう 
そくなどを置かない 


水濡れ禁止 


電源コード • 電源プラグに関するご注意 


■電源コードを傷つけない 

0 •電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードが本機の下敷にならないようにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
•無理にねじったり、引っ張ったりしない 
•熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードが傷んだら（芯線の露出•断線な 
ど）販売店に交換をご依頼ください。 
そのまま使用すると火災 • 感電の原因となり 
ます。 


■電源プラグは定期的に掃除する 

〇 電源プラグにほこりなどがたまっていると、 
火災の原因となります。電源プラグを抜いて、 
乾いた布でほこりを取り除いてください。 

必ずする 
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使用上のご注意 ■雷が鳴りだしたら本機、接続機器、接続コード、 

■本機内部に金属、燃えやすいものなど異物を入れ 電源プラグに触れない 


ない 

Q 火災 • 感電の原因となります。特に小さなお 
子様のいるご家庭ではご注意ください。 

•本機のディスクトレイから異物を入れな 


■ディスクトレイに手を入れない 

A けがの原因となることがあります。特に小さ 
なお子様のいるご家庭では注意してくださ 

指のけが 
に注意 

■ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディ 
スクは使用しない 

Q ディスクは機器内で高速回転しますので、割 
れて破片が内部に落ちたり外に飛び出して、 
故障やけがの原因となることがあります。 

禁止 



感電の原因となります。 


接触禁止 


電池に関するご注意 


■乾電池を充電しない、加熱•分解しない、火や水 
の中に入れない 

Q 電池の破裂、液もれにより、火災 • けがや周 
囲を汚損する原因となることがあります。 

• 指定以外の電池は使用しない 
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない 
•電池を使い切ったときや長時間リモコン 
を使用しないときは電池を取り出す 
• コインやネックレスなどの金属物と一緒 
に保管しない 

•極性表示（プラス ㊉ とマイナス ㊀ の向き） 
に注意し、表示通りに入れる 

■電池から漏れ出た液にはさわらない 


■レーザー光源をのぞき込まない 


Q レーザー光が目に当たると視力障害を起こす 
ことがあります。 

禁止 




万一、液が目や口に入ったり皮膚に付いた場 
合は、すぐにきれいな水で充分洗い流し、医 
師にご相談ください。 


接触禁止 



接続、設置に関するご注意 電源コード • 電源プラグに関するご注意 


■不安定な場所や振動する場所には設置しない ■表示された電源電圧(交流100ポルト)で使用する 


Q 強度の足りないぐらついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機が落下したり倒れたりして、けがの原因 
^ L となることがあります。 


〇 本機を使用できるのは日本国内のみです。 

表示された電源電圧以外で使用すると、火災 • 
感電の原因となります。 

必ずする 


■本機の上に1 Okg 以上の重いものや外枠からはみ 
出るような大きなものを置かない 


Q バランスがくずれて倒れたり落下して、けが 
の原因となることがあります。また、本機に 
乗ったりしないでください。 

禁止 


■電源コードを束ねた状態で使用しない 


Q 発熱し、火災の原因となることがあります。 

禁止 


■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因となることがあります。 

注意 
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■電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張ら 
ない 


Q コードが傷つき、火災や感電の原因となるこ 
とがあります。 

プラグを持って抜いてください。 

禁止 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセント 
から抜く 


使用上のご注意 


■キャッシュカード、フロッピーディスクなど、磁 
気を利用した製品を近づけない 


Q 磁気の影響で キャッシュ カードやフ □ッ ピー 
ディスクが使えなくなったり、データが消失 
することがあります。 

禁止 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


絶縁劣化やろう電などにより、火災の原因と 
なることがあります。 


■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し 
込む 


0 差し込みが不完全のまま使用すると、感電、 
発熱による火災の原因となります。 

ブラグが簡単に抜けてしまうようなコンセン 

^ L 卜は使用しないでください。 

禁止 


■ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 


(§) 

ぬれ手禁止 


感電の原因となることがあります。 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずす 


コードが傷つき火災や感電の原因となりま 

❿す 


電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しない 
でください。 

落下や転倒してけがの原因となります。 

禁止 


■お手入れの際は電源プラグを抜く 


© 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から抜く 


お手入れの際は、安全のため電源プラグをコ 
ンセントから抜いて行ってください。 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこりのたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあります。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相談ください。 


■本機のお手入れについて 

•表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に布を浸し、固く絞って拭き取ったあと乾いた布で拭いてください。化学ぞ 
うきんなどお使いになる場合は、それに添付の注意書きなどに従ってください。 

• シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでくださし)。塗装が落ちたり変形することがあります。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


I 前面パネル 

〔〕内のページに主な説明があります。 



① STANDBY インジケーター〔14〕 

本機がスタンバイ状態のときに点灯します。 


⑧ REPEAT ポタン〔17〕 

くり返し再生をします。 


② ON/STANDBY ポタン〔14〕 

電源のオン/スタンバイを切り換えます。 


⑨ DISPLAY ポタン〔17〕 

表示部の情報を切り換えます。 


③ディスクトレイ〔14〕 

ディスクをセツトします。 


⑩リモコン受光部〔10〕 

リモコンからの信号を受信します。 


オープン/クローズ 

④ A ポタン〔14〕 

ディスクトレイを開閉します。 

⑤ ■ポタン〔14〕 

再生を停止します。 

⑥ ►ポタン〔14〕 

ディスクを再生します。 

INTEC 205 シリーズを組み合わせているときに、ス 
タンバイ状態でポタンを押すと、本機とアンプの電源 
を入れることができます。 

⑦ ||ポタン〔15〕 

再生を一時停止します。 


© 表示部 

次ページをご覧ください。 

⑫！◄◄/◄◄、 ►►/►►! ポタン〔〗5〕 

曲の頭出しをします。 

押し続けると、早戻し/早送りをします。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


[ 表示部 

V_ —— _ 





(D 



① ► 表示 

ディスク再生時に点灯します。 

② ポ》ス表示 

一時停止中に点灯します。 

③ トラックナンバー表示部 

ディスクの再生トラック、総トラックなどを表示しま 
す。 

④ TOTAL REMAIN 表示 

再生中の曲の残り時間が表示されているときは 
「 REMAIN 」 が、ディスクの残り時間が表示されてい 
るときは 「TOTAL REMAIN 」 が点灯します。 


⑤ RANDOM 表示 

ランダム再生するときに点灯します。 

⑥ MEMORY 表示 

メモリー再生が設定されているときに点灯します。 

ハリピート士_ 

⑦ CD 表 7F 

リピート再生するときに点灯します。 

⑧ 時間表示部 

ディスクの再生時間、残り時間などを表示します。 



① 


② 



付属のオーディオ用ピンコードを使って、アンプなど 
のアナログ音声入力端子と接続します。 

R| REMOTE CONTROL 5耑子 

ni 端子のあるオンキヨー製アンプなどと接続し、連 
動させるための端子です。 

ケーブルの接続だけでは連動しません。オーディ 
才用ビンコードも正しく接続してください。 


市販のオーディオ用光デジタルケーブルを使って、録 
音機器やアンプなどのデジタル音声入力端子と接続し 
ます。2つの端子は同じデジタル音声を出力します。 

④電源コンセント 

他機の電源ブラグを接続します。 

接続については、13ページをご覧ください。 
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本体、リモコンポタンの名前と働き 


リモコン 


本機にリモコンは付属していませんが、 INTEC 205シリーズのアンプや AV センターに付属のリモコン、または別売の 
CD 専用リモコン RC -289 C を使って本機を操作することができます。 

製品によって操作が異なりますので、組み合わせるアンプや AV センターの取扱説明書もご覧ください。 

〔〕内のページに主な説明があります。 

■例： A - 905 FX 2 に付属のリモコン （ RC -614 S ) 


0 N ポタン〔14〕- 

アンプの電源を入れます。もう一 
度押すと R 〖接続した機器の電源 
が入り、本機の電源も入ります。 


ポーズ 

■■ポタン〔15〕- 

再生を一時停止します。 


ストツプ 

■ポタン〔14〕一 

再生を停止します。 


◄◄ポタン〔15〕- 

再生を早戻しします。 


ポタン〔15〕- 

再生中の曲または、前の曲の 
頭出しをします。 


MEMORY ポタン〔16〕— 

再生する曲順を記憶します。 


RANDOM ポタン〔17〕 

曲を順不同に再生します。 




❹ 


D D Q 〇 ] 

D 国 D 国 
r ~_ r ' 

fT 9 ~ll [fwoll [Roll | f 网 1 

(T fm ll ( I am I ll CLEAR r 



TAPE/CDR 

BHQQ 

VOLUME 

-Q/C =T y\Qr 



数字ポタン〔15〕 

選曲に使用します。 


CLEAR ポタン〔16〕 

記憶した曲を取り消します。 

►ポタン〔14〕 

再生を始めます。 

スタンバイ状態のときに押す 
と本機とアンプの電源を入れ 
ることができます。 

►►ポタン〔15〕 

再生を早送りします。 

ポタン〔15〕 

次の曲の頭出しをします。 


ディスプレイ 

DISPLAY ポタン〔17〕 

表示部の情報を切り換えます。 


u ピート 

REPEAT ポタン〔17〕 

くり返し再生をします。 


◎ ◎ ◎ 
EQ EQ CLOCK 
EFFECT MODE CALL 

ONKYO 


本書では、例として A - 905 FX 2 に付属 
のリモコンを使って説明しています。 


■別売の CD 専用リモコン ( RC -289 C ) 


オープン/クローズ 

± ポタン〔14〕- 

ディスクトレイの開閉をします> 



CD プレーヤー操作ポタン 
〔14、15〕 

II :再生を一時停止します。 

■ :再生を止めます。 

► :再生を始めます。 

再生を早戻しします。 

:再生を早送りします。 

:再生中の曲または、前の 
曲の頭出しをします。 

:次の曲の頭出しをします。 


数字ポタン〔15〕 

選曲に使用します。 


◄◄ 

►► 



— 1 - 2 - - ハ 

□ 口 □ Ins! 

4 5 6 

□ 口 i=di|Ii==7 

7 8 9 轉 f CLEAR 1 

□ 口 

ロ ロ 1 

TKYO 




REMOTE CONTROL RC-2S9C 


nCOMPACT 


本機では使用しません 

ランダム 

RANDOM ポタン〔17〕 

曲を順不同に再生します> 

リピート 

REPEAT ポタン〔17〕 

くり返し再生をします。 

MEMORY ポタン〔16〕 

再生する曲順を記憶します^ 


CLEAR ポタン〔16〕 

記憶した曲を取り消します。 
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■ J モコンについて 


本機を操作できる各ボタンについては、 g ページをご覧く 
ださい。 


鼋池の入れかたと交換のしかた 
1 . カバーを矢印の方向に持ち上げてはずす 


INTEC205 シ U —ズのアンプや 
A Vセンターに付属のリモコンで 
本機を操作する 


INTEC 205 シリーズのアンプや AV センターと A 丨接続す 
ると、アンプや AV センターに付属のリモコンで本機を操 
作することができます。 

ご注意 

i = n ケーブルの接続だけでは、システムとして働きません。 
オーディオ用ビンコードも正しく接続してください。 


リモコンの使いかた 

リモコンをアンプや AV センターのリモコン受光部に向け 
て操作してください。 




2. 中の極性表示にしたがって乾電池2個をプラス ㊉ とマ 
イナス ㊀ を間違えないように入れる 



3. カバーを戻す 



別売の CD 専用 _J モコン (RC-289C) 
で本機を操作する _ 

リモコンの使いかた 

リモコンを本機のリモコン受光部に向けて操作してくださ 
い 0 



ご注意 


• リモコン受光部に直射日光やインバーター蛍光灯などの強 
い光が当たらないようにしてください。リモコンが正しく 
動作しないことがあります。 

• 赤外線を使つた機器の近くで使用したり、他のリモコンを 
併用すると誤動作の原因となります。 

• リモコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタ 
ンが押し続けられた状態になり、電池が消耗してしまうこ 
とがあります。 

• オーデイオラックのドアのガラスに色が付いていると、リ 
モコンが正常に動作しないことがあります。 

• リモコンとリモコン受光部の間に障害物があると、操作で 
きません。 


ご注意 

• 種類の異なる電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用 
しないでください。 

• 長期間リモコンを使用しないときは、電池の液漏れを防ぐ 
ために電池を取り出しておいてください。 

• 消耗した電池を入れたままにしておきますと腐食によりリ 
モコンをいためることがあります。リモコン操作の反応が 
悪くなったときは、古い電池を取り出して2本とも新しい 
電池と交換してください。 

•電池の交換時には、単3形をご使用ください。 
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ディスクの取り扱いについて 


あなたが録音したものは、個人として楽しむほか 
は著作権法上、権利者に無断で使用できません。 


再生上のご注意 

CD (コンパクトディスク）はディスク 
ラベル面に右のマークが入っているも 
のをご使用ください。 


n COMPACT 


DIGITAL AUDIO 


パソコン用の CD - ROM など音楽用でないディスクは使用 
しないでください。異音の発生などでスピーカーやアンプ 
の故障の原因となります。 


•八一卜型やノ V 角形など特殊形状のディスクは使用しない 
でください。機器の故障の原因となることがあります。 


取り扱いについて 

再生面（印刷されていない面）に触れないように、両端を 
はさむように持つか、中央の穴と端をはさんで持ってくだ 
さい0 


ラベル面 
(印刷面) 



再生面はもちろんラベル面に紙やシールを貼ったり、文字 
を書いたりしないでください。またきずなどをつけないよ 
うにしてください。 



ひび割れ、変形または接着剤などで補修したディスクは使 
用しないでください。 

ディスクは機器内で高速回転しますので、飛び散って機器 
の故障の原因となることがあります。 

複製制限機能（コピーコント□ール機能）のついた 
音楽 CD の再生について 

複製制限機能（コピーコントロール機能）のついた音楽 
CD の中には、正式な CD 規格に合致しないものがありま 
す。それらは特殊なディスクのため、本機で再生できない 
場合があります。 

レンタル CD についてのご注意 

CD にセ□八ンテープやレンタル CD のラベルなどののり 
がはみ出したり、剥がしたあとがあるもの、また飾り用の 
シールを貼ったものはお使いにならないでください 。 CD 
が取り出せなくなったり、故障する原因となることがあり 
ます。 


インクジ エツ トプリンター対応 CD-R/CD-RW につ 
いてのご注意 

プリンターでラベル面への印刷が可能な CD - R / CD - RW を 
本機に長時間入れたままにしておきますと、ディスクが内 
部で貼り付き、取り出せなくなったり、故障の原因となる 
恐れがあります。 

必要なとき以外は、ディスクを入れたままにしないで、ケー 
スに保管してください。なお、印刷直後のディスクは貼り 
付きやすいので、使用しないでください。 


お手入れについて 

汚れにより信号読み取りが低減し、 

音質が低下する場合があります。汚 
れている場合は、再生面についた指 
紋やホコリを柔らかい布でディスク 
の内周から外周方向へ軽く拭いてく 
ださい。 

汚れがひどい場合は、柔らかい布を水で浸してよく絞って 
から汚れを拭き取り、そのあと柔らかい布で水気を拭き 
取ってください。アナ□グレコード用スプレー、帯電防止 
剤などは使用できません。また、ベンジンやシンナーなど 
の揮発性の薬品は表面が侵されることがありますので絶対 
に使用しないでください。 

保管上の注意について 

直射日光のあたる場所、暖房器具の近くなど、温度が高く 
なるところ、極端に温度の低いところや、湿度の高いとこ 
ろはさけ、必ず専用ケースに入れて保管してください。 

結露について 

本機を冷えた所から暖かい部屋に持ち込んだり、寒い部屋 
をス I -ーブなどで急に暖めた場合、本機の内部に水滴がつ 
くことがあります。これを結露といいます。そのままでは 
正常に働かないばかりではなく、ディスクや部品も痛めて 
しまいます。本機をご使用にならないときは、ディスクを 
取り出しておくことをおすすめします。 

結露しているおそれがある場合は、本機の電源を入れて約 
1時間放置してからご使用ください。 
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接続をする 


機器を接続する前に 

V_ 


• 接続する機器の取扱説明書も必ずお読みください。 

• 電源コードはすべての接続が終わるまでつながないで 
ください。 


オーディオ用ピンコードは以下のように接続してく 
ださい。 


•白いプラグを左チャンネル （ L の表示)、赤いプラグを 
右チャンネル （ R の表示）に接続してください。 


左(白) 


右(赤) 




左(白) 


右(赤) 


r —差し込み不完全 

P pm]= 


•コードのプラグはしっかりと 
奥まで差し込んでください。 

接続が不完全ですと、雑音や 
動作不良の原因になります。 

•オーディオ用ピンコードは電 
源-]—ドやスト。—力—]—ド^— 奥まで差し込んでください 

と束ねないでください。音質が悪くなることがあります。 


光デジタル出力端子について 

本機の光デジタル出力端子は、すべてとびらタイプですの 
で、とびらをそのまま奥へ倒すようにして光デジタルケー 
ブルを差し込んでください。 

am 光デジタルケーブルは、まっすぐ抜き差ししてく 
ださい。ななめに抜き差しすると、とびらが破損 
する場合があります。 


「システム機能について 


INTEC 205 シリーズの組み合わせで只1ケーブル、オーディオ用ビンコードを接続すると、次のシステム機能を使うこ 
とができます。ケーブルとは、本機に付属しているオンキヨーのシステム動作用ケーブルです。 


f システム接続のしかた 

^(11\1丁日〇2〇5シリーズの接続) 



アンプの取扱説明書をご覧ください。 


( ^一 トノてソー匀ノ 

I 本機の電源を入れたり再生を始めると、アンプの電源が自動的に入ります。_ 

f ダイレクトチェンジ 

k 本機の►ボタンを押すと、アンプの入力が自動的に 「 CD 」 に切り換わります。 


<リモコン操作 

アンプに付属のリモコンで本機を操作することが 
C さます。 



詳しくは本取扱説明書9ページをご覧ください。 


，タイマー操作 ) x - 

チューナーでタイマー時間を設定し、タイマー操 f 詳しくはチューナーの取扱説明書をご覧ください。 

k 作がでぎます。_ _ ) \ _ 


< CD ダビング 

MD レコーダー、 CD レコーダー、カセットテープ 
デッキとの組み合わせで便利な C D ダビングがワン 
、タッチで行えます 0 _ _ 

<トラック指定 CD ダビング 

再生トラックを指定して MD レコーダー、 CD レ 
コーダーへの録音がワンタッチで行えます。 


ヘンンク□録音 

MD レコーダー、 CD レコーダー、 またはカセツ ト 
テープデッキを録音待機状態にしておけば本機の 
再生操作のみで録音が自動的に始まります。 


< DLA \ INK/DLA LINK 2機能 

本機の ピークサー チ デー タによって 、 MD レコー 
ダー や CD レコーダーが デジタル録音レベルを自動 
設定します 0 _ 


f 詳しくは MD レコーダー、 CD レコーダーまたは力^ 

A セットテープデッキの取扱説明書をご覧ください。ノ 

デジタルレックレペル アジヤストメント 

5 ?? DLAlix Digital Rec Level Adjustment の略です 0 


• 接続が正しくないと各機能は働きません。 1 3ページを参照しながらオーディオ用ピンコード、 A I ケーブルを正しく 
接続してください。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。 

• 一部、旧 INTEC 205シリーズ製品との組み合わせで動作しない機能があります。新旧製品の連動動作の対応/非対応 
については、コールセンターにお問い合わせください。 
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接続をする 


I アンプと接続する 


本機の ANALOG OUT 端子⑧とアンプのアナ□グ音声入 
力端子を接続します。 

A I 端子付きのオンキヨー製品と組み合わせてシステム機 
能を使うときは、付属の r = n ケーブルで本機の端子と 
アンプの F ? I 端子を接続してください。 

例：オンキヨー製アンプ （ A -905 FX 2) との接続 



ご注意 

• 2つの只|端子の働きは同じです。いずれかに接続してくだ 
さい。 

• システム機能については、各機器の取扱説明書もあわせて 
ご覧ください。 

• FII 端子の接続だけではシステムとして働きません。 
オーディオ用ビンコードも正しく接続してください。 


INTEC 205シリーズとの接続は、アンプの取扱説明 
書をご覧ください。 


アンプや録音機器とデジタル接続する\ 


デジタル音声入力端子のあるアンプと接続するときや、デ 
ジタル録音するときは、この接続をしてください。 

• OPTICAL 端子はどちらも_同じ信号を出力します。 

本機の DIGITAL OUT OPTICAL 端子とアンプや録音機 
器のデジタル音声入力端子を接続します。 


他の機器の電源プラグを本機につなぐ] 


本機後面に電源コンセントがありますので、組み合わせて 
使用する製品の電源プラグを接続することができます。 

本機の電源コンセントは極性の管理がされています。他の 
機器の電源コードや電源プラグに目印がある場合は、目印 
側を本機の電源コンセントの®)側に合わせてください。他 
の機器の電源コードに目印がない場合は、どちらを接続し 
てもかまいません。 

ご注意 


本機の電源コンセントには、1 00 W を超える機器は接続しな 
いで <ださい。 



電源 コー ドのプラグを コンセン トに差し込みます。 


家庭用電源 
コンセント 



アース 側 




目印線側を、家庭用電源 
コンセントの溝の広い方 
(アース側)へ差し込む。 


より良い音で聞いていただくために 


本機の電源コンセントは極性の管理がされています。電源 
プラグの目印線側を家庭用電源コンセントの溝の長い方に 
合わせて差し込んでください。家庭用電源コンセントの溝 
の長さが同じ場合はどちらを接続してもかまいません。 
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CD を再生する 




ON / STANDBY ボタンを押す 

STANDBY インジケーターが消え、表 
示部が点灯します。 

スタンバイ状態に戻すには 
ON / STANDBY ボタンをもう一度押し 
ます。 


ON ポタン 


Q 国 S S 
国国 S S 
( E ) 國(@1 ( B ) 

r™ 1 「■ 1 f 咖 |i 


スタンパイ 

-STANDBY ポタン 


A -905 FX 2 に付属の 
リモコン ( RC -614 S ) 


システム全体の電源を入れる 

INTEC 205シ U -ズの A - 905 FX 2 (アンプ)や SA -907 FX 
( AV センター）と組み合わせる場合： 



リモコン 

( RC -614 S ) 


アンプ （ AV センター）に付属の 
リモコンの〇 N ポタンを押す 

アンプ ( AV センター)の電源が入ります。 


2 



リモコン 

( RC -614 S ) 


もう一度 ON ポタンを押す 

R I 接続したすベての機器の電源が入り、 
本機の電源も入ります。 


システム全体をスタンバイ状態に戻すには 

アンプ （ AV センター）に付属のリモコンの STANDBY ボ 
タンを押します。 

• DVD / CD 入力端子のあるアンプや AV センターと組み合 
わせるときは、アンプや AV センターの入力表示を rcDj 
に切り換えてください。 



S ) S ■国 
BBSS) 


■ポタン 


〇國国國 

U EJ 
- SHE 1 




2 


A - 905 FX 2 に付属の 
リモコン ( RC -614 S ) 


■ポタン 


□ □ 




司 


[ つ NEXT SELECTION 

RANDOM 

DISCI DISC 2 DISC 3 

□ □口 

DISC 4 DISC 5 DISC 6 

□ □口 



□ □口 


2 


別売の CD 専用 
リモコン ( RC -289 C ) 


オープン/クローズ 

A ボタンを押す 



リモコン 

( RC -289 C ) 


ディスクトレイが開きます。 

CD をディスクトレイにセットする 

印刷面を上にして 
ディスクトレイの上 
に置きます。 8 cm 
CD のときは、内側 
のくぼみの中に置き 
ます。 



2 



リモコン 

( RC -614 S ) 



リモコン 

( RC -289 C ) 


►ポタンを押す 

ディスクトレイが閉じ、再生が始まりま 
す0 

• A ボタンでディスクトレイを閉じたと 
きは、再生は始まりません。 

再生を止めるには 

■ボタンを押します。 

ディスクを取り出すには 

A ボタンを押します。 


14 












































































































CD を再生する 






本体 ( 


または 


リモコン 

( RC -614 S ) 


リモコン 

( RC -289 C ) 


■■ポタンを押す 

ポーズ 

表示部に II 表示が点灯します。 

もう一度押すか、ボタンを押す 
と、一時停止したところから再生 
が始まります。 


聞きたい曲を選ぶ 


本体 

または 


リモコン 

( RC -614 S ) 


( RC -289 C ) 


本体 ㊣ 


または 

リモコン 

( RC -614 S ) 

咳:'、 

リモコン 

( RC -289 C ) 


本体の!◄◄/◄◄、►►/►►■ 

ポタンまたはリモコンの 

►►ボタンを押し続 

ける 

本体の！ ◄◄/ ◄◄ボタンまたはリモ 
コンの◄◄ポタンは早戻しとなり、 
本体の ►►/►►! ボタンまたはリモ 
コンの►►ポタンは早送りとなり 
ます。 


本体の！◄◄/◄◄、►►/►►! 

ボタンまたはリモコンの 
!◄◄/►►! ボタンを押す 
再生中に本体の!◄◄/◄◄ボタン 
またはリモコンの！◄◄ボタンを1 
回押すと今聞いている曲の頭に戻 
り、続けてもう1回押すと前の曲 
に戻ります。本体の ►►/►►! ボタ 
ンまたはリモコンの►►■ボタンを 
押すと次の曲に進みます。 

停止中は►ボタンを押すと再生が 
始まります。 


閭きたし、曲を指定する 


国国 Q 1 D 
国画圓 

V\ 

リモコン 

( RC -614 S ) 

!=□□：=□ 

4 5 6 

□ □口 

7 8 9 

□ □口 
+10 0 

□ 口 

リモコン 

( RC -289 C ) 


リモコンの数字ポタンを押して曲 
番を指定する 

指定した曲の再生が始まります。 

A -905 FX 2 に付属のリモコン ( RC -6 1 4 S ) 
の場合： 

10曲目を選ぶには®を押します。 

12曲目を選ぶには_、〇、_と押します。 
20曲目を選ぶには_、 Q , ® と押します。 

別売の C □専用 U モコン (R C -289 C ) の場 
合： 

10曲目を選ぶには!^□を押します。 

12曲目を選ぶには r ±2 \ r L i 、 r J n と押します。 
20曲目を選ぶには6と押します。 


ポーズ 

一||ポタン 


1 «/«, 

ポタン 




リモコン ( RC -614 S ) 


別売の CD 専用 
■J モコン ( RC -289 C ) 


再生を一時停止する 


早送り/早戻しをする 


ポタン 


数字ポタン- 





日眉印 

□□□□■， 

□□| 1=1 &§| 





































































CD を再生する 


予約再生する(メモ u _再生) cE^aj 

ディスクの中の聞きたい曲を選び、聞きたい順に再生します。 
予約できる曲数は25曲までです。 


CLEAR 

ポタン ポタン 



リモコン ( RC -6 1 4 S ) リモコン ( RC -289 C ) 


3 



リモコン 

( RC -614 S ) 


►ポタンを押し、再生を始める 

メモリー再生が始まります。 

メモリー再生を止めるには 

■ボタンを押してください。このとぎ予 
約内容は記憶されています。 



リモコン 

( RC -289 C ) 


予約を間違えたときは 



リモコン リモコン 

( RC -614 S ) ( RC -289 C ) 


CLEAR ポタンを押す 

押すたびに最後の予約曲から順に取り消されます。 




■」モコン 

( RC -614 S ) 



リモコン 

( RC -289 C ) 


2 

国国国 m 


D D D (m) 


国圓圓 

リモコン 

( RC -614 S ) 


□ □口 

4 5 6 

□ □口 

7 8 9 


+10 


口 

!=□ 


口 



リモコン 

( RC -289 C ) 


メモリー 

停止中に MEMORY ボタンを押す 


表示部の MEMORY 表示が点灯します。 


数字ボタンで聞きたい曲を選ぶ 

ボタンを押すたびに予約に追加されます。 

10曲目 以上を 選ぶ には 
RC -614 S の場合： 

10曲目： 〇を押します。 

12曲目：0)、〇、0と押します。 
20曲目： 〇、〇、〇と押します。 

RC -289 C の場合： 

10曲目： C コを押します。 

12曲目：□コと押します。 
20曲目：[コ、ロコと押します。 


!◄◄/►►! ボタンでも予約曲を選ぶことが 
できます。この場合は、予約曲を選んでか 
ら、 MEM 〇 RY ボタンを押してください。 


予約を確かめるには 



|」モコン リモコン 

( RC -614 S ) ( RC -289 C ) 

メモリー再生停止中に►►ボタンを押す 

►►ポタンを押すたびに予約順に予約内容が表示されます。 

すべての予約を取り消すには 


I memory)] 


リモコン 

( RC -614 S ) 


MEMORY 

リモコン 

( RC -289 C ) 


MEMORY ボタンを押す 

予約がすべて取り消され、メモリー再生は解除されます。 
表示部の M EM 0 R Y 表示が消灯します。 

• メモリー再生+ランダム再生中は、ランダム再生を解除 
してから予約を取り消してください。 

• 全ボタンでディスクトレイを開いたときや、スタンバイ 
状態にしたとき、予約はすべて取り消されます。 



再生中の予約について 

• 通常再生中に MEMORY ボタンを押すと、再生中の曲が1曲 
だけ予約されます。 

• メモリー再生中は、数字ボタンで予約を追加することがで 
ぎます。 


16 


























































CD を再生する 


リビート 

REPEAT ポタン 



ディスプレイ 

DISPLAY ポタン 


■ポタン 



リモコン ( RC -614 S ) 


U モコン ( RC -289 C ) 


順不同に再生する(ランダム再生) 


[(random)] 


( RC -614 S ) 

RANDOM 

I 


リモコン 

( RC -289 C ) 


RAND 〇 M ポタンを押す 

表示部の RANDOM 表示が点灯し、ディ 
スクに入っている全曲を順不同に並べ変 
えて再生します。 

ランダム再生を解除するには 

もう一度 RANDOM ボタンを押して、 

RANDOM 表示を消します。または、 ■ 
ボタンを押して再生を停止してもランダ 
ム再生は解除されます。 


ランダム再生中 

曲間に自動的に3秒間の無音部分が入ります。 
メモリー再生+ランダム再生 

予約曲を指定して RAND 〇 M ボタンを押すと、 
予約曲だけを順不同に並べ変えて再生します。 

ご注意 

—* 

ランダム再生中に!^ボタンで前の曲に戻 
ることはできません。 


< り返し再生する ( U ピート再生) 


REPEAT ポタンを押す 

再生中に押すか、または停止中に押して 
から►ボタンを押します。 

•全曲再生し終わったら、ディスクの始 
めに戻ってくり返し再生します。 

J ピート再生を解除するには 

「ボタンを押して、 CD 表示を消 



リモコン 

( RC -614 S ) 



リビート再 

REPEAT / 
します。 


リモコン 

( RC -289 C ) 


1曲だけをくり返すには 

先にくり返したい曲を予約 （16 ページ）し 
て、リピート再生します。 

メモリー再生+リピート再生では 
予約曲だけが予約順にくり返し再生されます。 
ランダム再生+リビート再生では 
全曲の再生が終了するたびに、あらためて 
順序を入れ替えて、くり返し再生されます。 


表示部の情報を切り換 える 

再生中に本译または A - 905 FX 2 に付属のリモコン ( RC - 

614 S ) の DISPLAY ボタンを押すと、表示部の情報を切り 
換えることができます。 


ディスプレイ 

再生中に DISPLAY ボタンを押す 



ボタンを押すたびに表示部の情報が次の 
ように切り換わります。 

例： 2曲目再生中 

再生中の曲の経過時間 


リモコン 

(RC-614S) 


再生中の曲の残り時間 ( REMAIN ) 


▼ |タルリメイン 

ディスクの総残り時間 (TOTAL REMAIN) 
または、メモリーの残り時間 


TRACK TOTAL Rl 


»停止中に総時間と表示中の曲の収録時間を切り換えま 
す。 

» メモリー再生停止中は、メモリー番号、表示中の曲の収 
録時間、メモリー総時間を切り換えます。 



























































































































困ったとぎは 


まず下記の内容を確認してみてください。接続した他の機器に原因がある場合もありますので、他の機器の取扱説明書 
も参照しながらあわせてご確認ください。 

電源 

電源が入らない_ 

• 電源プラグがコンセントから抜けていないか確認してください。 〔13ページ〕 

ディスクの再生 

ディ スクの再生 ができない 

• ディスクはディスクトレイに正しくセットされていますか？ 

ディスクの印刷面を上にしてディスクトレイに置いているか確認してくださし)。 〔14ページ〕 

•ディスクは汚れていないか確認してください。 〔11ページ〕 

•本機で再生できるディスクかどうか確認して<ださい。 〔11ページ〕 

•結露しているおそれがある場合は、本機の電源を入れて約1時間放置してからご使用ください。 〔11ページ〕 

ディスクの再生順序通りに再生できない 


•リピート再生、メモリー再生、ランダム再生等の再生モードを解除してください。 〔16、17ページ〕 

選曲時間(指定の曲を探し出す時間)が極端に長し、_ 

•ディスクが汚れていませんか？ディスク表面をクリーニングしてください。ディスクにキズがある場合、ディスクを 
取り替えてください。 〔11ページ〕 

曲をメ モリーさせる ことができない 

•ディスクにない曲番をメモリーさせようとしていませんか？ 〔16ページ〕 

メモリー再生/解除ができない_ 

•ランダム表示は点灯していませんか？ RANDOM ボタンを押してランダム再生を解除してからメモリー再生/解除を 
行ってください。 〔17ページ〕 

複製制限機能（コピーコントロール機能）のついた音楽用 CD の再生 

再生時に雑音が入ったり、音飛びする/ディスクを認識せず「 N 0 DISC 」 の表示が出る/1曲目を再生しない/頭出しに 
通常よりも時間がかかる/曲の途中から再生する/再生できない箇所がある/再生の途中で停止する/誤表示する_ 

•再生しているディスクは複製制限機能（コピーコント□—ル機能）のついた音楽用 CD です。コピーコント□—ル機能 
のついた音楽用 CD の中には、 CD 規格に合致していないものがあります。それらは、特殊ディスクのため、本機で再 
生できない場合があります。 

音声 

再生しているディスクの音声が出てこない 

• 接続コードがしっかり差し込まれているか確認してください。 〔12ページ〕 

• 接続した機器の入力端子や入力設定を聞違えていないか確認してください。 

•アンプのボリュームが最小になっていないか確認してください。 

雑音が出る_ 

•他のデジタル機器から影響を受けている可能性があります。一度、周辺機器の電源スイッチを切って、雑音源を確か 
めてみてください。そのうえで本機を雑音の出る機器から離してください。 

U モコン 

本体のポタンは働くが、リモコンのボタンが働かない 

• 電池を2本とも新しいものと交換してみてください。 〔10ページ〕 

• リモコンと本体の間が離れすぎていませんか？リモコンと本体の間に障害物がありませんか？ 〔10ページ〕 

•本体のリモコン受光部に強い光（インバータ蛍光灯や直射日光）が当たっていませんか？ 〔10ページ〕 

•オーディオラックのドアのガラスに色が付いていたり、装飾フィルムを貼っていると、正常に機能しないことがあり 

ます。 〔10ページ〕 

• INTEC 205シリーズのアンプや AV センターに付属のリモコンを使用する場合、 FII ケーブル、才ーディオ用ビンコー 
ドを正しく接続してください。 〔13ページ〕 また、 DVD / CD 入力端子のあるアンプや AV センターと組み合わせると 
きは、入力表示を CD に切り換えてください。 

A -905 FX 2 (アンプ）と組み合わせる場合 
音が出ない/システム機能が働かない/リモコンが働かない 


• A -905 FX 2 の MAIN IN 機能が働いていないか確認してください。詳しくは A -905 FX 2 の取扱説明書をご覧くださし'1。 


•本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していますが、ごくまれに外部からの雑音や妨害ノイズ、 
また静電気の影響によって誤動作する場合があります。そのようなときは、電源プラグを抜いて、約10秒以上放 
置してから電源プラグを接続してください。 


•製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害 ( CD レンタル料等）については保証対象にな 
りません。大事な録音をするときは、あらかじめ正しく録音できることを確認の上、録音を行ってください。 




























主な仕様 


電源 • 電圧 

AC 100 V 、50/60 HZ 

消費 電力 

8 W 

待機時電力 

0.1 W 

最大外形寸法 

205 (幅） X 91 (高さ） X 275 (奥行 ） mm 

質 量 

2.2 kg 

許容動作温度/湿度 

5-35 TC /5~85% (結露のないこと） 

再生可能ディスク 

音楽 CD 、 CD-R (Compact Disc Logo のあるディスク） 

周波数特性 

5 Hz 〜 20 kHz 

S N 比 

108 dB 

ダイナミックレンジ 

96 dB 

全高調波歪率 

0.005% 

出力電圧/インピーダンス 

-22.5 dBm (光デジタル出力） 

2.0 V ( rms ) /320 Q (アナログ出力） 

仕様および外観は、性能向上のため予告なく変更することがあります。 

修理について 


■保証書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

■調子が悪いときは 

意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、お調べく 
ださい。本機以外の原因も考えられます。ご使用の他のオー 
ディオ製品もあわせてお調べください。それでもなお異常 
のあるときは、電源ブラグを抜いて修理を依頼してくださ 
い0 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 • 修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓口までお知らせく 
ださい。 

►お名前 
► お電話番号 
^ご住所 

卜製品名| C -7 Q 5 FX 2 | 

^できるだけ詳しい故障状況 


■オンキヨー修理窓口について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口•修理窓口のご案内」 
をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のうえ、お買い上げの販売店またはお近くのオンキ 
ヨー修理窓口へご相談ください。詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相 
談ください。修理によって機能が維持できる場合はお客様 
のご要望により有料修理致します。 

■補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後8年間保有して 
います。性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。保有期間経過後でも、故障箇所によって 
は修理可能の場合がありますのでお買い上げ店、またはお 
近くのオンキヨー修理窓口へご相談ください。 









ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日： 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

オン零3-觫式含》： 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 〒 572-8540 



http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方法についてのお問い合わせ先：コールセンター 
® 050-31 61-9555 受付時間10 ： 00-18 : 00 
(土日•祝日•弊社の定める休業日を除きます） 

サービスとサボートのご案内： http :// www . jp . onkyo . com / support / 


Printed in Japan 
G0901-1 
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